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緒言 強誘電体 強誘電性 加え 圧電性や焦電性 多様 性質

有し い た 揮発性 やセンサ クチュエ タ へ 応

用 期待さ い こ う 強誘電材料 柔軟性 付 さ 加

工性 ち こ キシ バ ス へ 応用 可能

考え 先行研究 おい Diisopropylammonium Bromide (DIPAB, Fig. 

1) 23 μC/㎠ 高い自発分極 426 K 高いキュ 温度 有す こ

報告さ た 1) そこ 本研究 柔軟性 有す 強誘電材料 検討 目的

DIPAB 極性 し 広く利用さ い Polyvinylpyrrolidone (PVP)中 分散させた

高分子膜 調製し そ 評価 行った  

 

実験 PVP DIPAB 含 タノ 溶液 調製し こ 溶液 ンシ 滴 後

室温大気 静置し乾燥す こ 自立 調製した 強誘電相 発現 示差走査熱量計

(DSC) 定量した 内 結晶 配向性 Ｘ線回折(XRD) っ 評価した  

 

結果 考察 DSC 測定結果 Fig. 2(a) 示す 合成した

DIPAB 単体 キュ 温度 おい 明確 吸熱 ク

確認 また相転移 吸熱エンタ 2.76 mJ/mg あ

った こ 対し DIPAB 分散 (DIPAB 含量 50 wt%)

吸熱エンタ 1.38 mJ/mg あった した っ 加え

た DIPAB 全量 強誘電相 発現し い 考え

次 DIPAB 分散 PVP XRD 結果 Fig. 2(b)

示す 現 た ク ほ 全 k 0 あった こ

中 形成さ た微結晶 配向し お b 軸

面内方向 配向し い こ 示唆し い

DIPAB b 軸方向 沿った分極反転 起こすこ 報告さ

い た 分散 面内方向 沿っ 分極反転

起こすこ 期待さ  
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